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国際ロータリー第 2660 地区

創立 1959 年 6 月 16 日

広めよう ロータリーの心 地域とともに
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持続可能なインパク

トを生み出そう

第 3083 例会

Rotary
Toyonaka

✑会長の時間✑

「人生は八十歳からがおもしろい」

2026-27 年度 会長 武枝敏之

今日は少し私自身のことをお話ししたいと思います。

私は今年、傘寿を迎えました。八十歳という節目を迎え、「人生八十年」という言葉がありましたが、今では
まだまだ通過点だと感じています。とはいえ、残された時間をどう過ごすかを以前より考えるようになりまし
た。振り返ってみますと、私の趣味は実に「広く浅く」です。音楽を聴くこと、お酒を楽しむこと、スポーツ
観戦、おいしい食事、汽車に乗ること、そしてカメラ。どれも専門家と言えるほどではありませんが、その
時々に楽しみながら今日まで続けてきました。最近は、その趣味の中でも「お酒」が人と人をつなぐ大切な役
割を果たしています。7 月 28 日には、大学の同窓会事務局で長年お世話になった事務員さんの退職セレモニ
ーがありました。昔の写真を見ながら、当時の同僚や出来事を懐かしく語り合い、大いに盛り上がりました。
写真一枚から、次々と思い出がよみがえり、人とのつながりのありがたさを改めて感じた一日でした。近頃
は、中学校、高校、大学、それぞれの友人との懇親会という名目の飲み会が本当に増えました。年齢を重ねる
ほど、「また会おう」「元気なうちに集まろう」という気持ちが強くなるのでしょう。お酒そのものも楽しい
のですが、それ以上に懐かしい仲間と語り合える時間が何よりの楽しみになっています。懐かしいといえば、
先日、南海ホークスの復刻イベントが行われたという話を聞きました。私は昔からの南海ホークスファンで
す。ユニフォームを見るだけで、あの頃の選手たちや球場の熱気が思い出され、胸が熱くなります。懐かしさ
というのは、不思議な力を持っています。過去を振り返るだけでなく、「これからも元気に楽しもう」という
前向きな気持ちにさせてくれます。人生百年時代と言われる今日、傘寿はまだ道半ばです。この一年、皆様と
ともに学び、語り、奉仕しながら、会長としての責務を果たしてまいります。どうぞよろしくお願いいたしま
す。どうか一年間、ご指導、ご協力をよろしくお願いいたします。

令和 8 年 8 月 4 日

  次回（8 月 18 日）のプログラム      
「近況報告とロータリーのメンバーを増やす方法」            

卓話者：元米山奨学生 バストラ・ススミタ

卓話担当：岩本洋子

本日（8 月  4 日）のプログラム

「国際卓越研究大学無き後の大学改革」

卓話担当：近藤 忠



                                                                                                                     

☆出席報告☆

                            

   第3082回 第3079回
例 会 日  7 月28 日 6 月 20 日

① 会員数 A 26 27
  （内出席免除者） 6 6
② 出席義務者数 20 21
③ 出席義務者出席数 9 14
④ 出席免除者出席数 3 3
⑤ メイクアップ数 2
⑥ 出席義務者欠席数   11 7
出席率 % 52.17％ 79.17％
出席率（3082回）③+④／②+④出席率（3079回）③+④+⑤／②+④

   

ダメゼッタイ募金

2026 年 7 月 28 日

例会時にお募りしま

したダメゼッタイ募金

は 13000 円になり、

無事送金致しました。

有難うございました。

会長 武枝敏之
✑ 掲 示 板 ✑

・2026－27 年度第 2 回定例理事会開催

日 時：2026 年 8 月 4 日（火） 本日例会終了後

場 所：ホテルアイボリー1F かやの間

・青少年奉仕合同委員長会議

日 時：2026 年 8 月 29 日（土）

場 所：大阪 YMCA
・2026－27 年度第 3 回定例理事会開催

日 時：2026 年 9 月 8 日（火） 本日例会終了後

場 所：ホテルアイボリー1F かやの間

・職業奉仕委員長会議

日 時：2026 年 9 月 26 日（土）9：30～12：00
場 所：オンライン開催予定

・第二回 IM 第 1 組会長・幹事会

日 時：2026 年 9 月 30 日（水）

場 所：ガバナー事務所

✑幹 事 報 告✑

・国際ロータリー第 2660 地区より

「令和 8 年熊本地震支援金のお願い」が届きました。

「2026-27 年度 米山奨学生レクリエーションの案内」

が届きました。

「2026-27 年度クラブ職業奉仕委員長会議の案内」が届

きました。

7 月 28 日のニコニコ

・武枝会長おめでとうございます
大阪南 RC      山本博史様

・豊中三曲協会演奏会にご来聴いただき
有難うございました。   松山会員

・ニコニコクイズ五位でした 矢口会員
・米山功労賞を頂きました  藤田会員
・写真を頂いて     北村名誉会員

本日の唱歌

日も風も星も

作詞：楠本憲吉 作曲：古関裕而

1. さわやかな朝だ
われらはロータリアン
いつもほほえみ いつも元気で
さあ出かけよう
日も風も星も ららら光よ

2. ほがらかな昼だ
われらはロータリアン
みんな楽しく みんな胸張り
さあ語り合おう
日も風も星も ららら光よ

唱歌担当：会員全員

8 月のお祝い

・入会記念日

矢野 昭会員  H. 8. 8.20
小寺潤一会員  H.11. 8. 3

・会員誕生日

都井正剛会員  S.26. 8.13

※次回の例会は、8 月 18 日です。皆様のご出席宜しくお願

い致します。



✑7 月 28 日の卓話✑

「新年度運営方針」

職業奉仕委員会 委員長 都井正剛

職業奉仕

自分の仕事を通じて社会に価値を還元する姿勢

ロータリークラブでは日々の職業活動そのものが奉仕の原点と考えます

単なるボランティア活動ではなく職業的使命感や専門性を生かした社会貢献

社会奉仕や国際奉仕は社会に、世界に役立つことですが、職業奉仕は職業で奉仕することなので対象が

明確でないのが特徴です。

基本理念

職業上の高い倫理基準を保つ

役立つ仕事はすべて価値あるものと認識する

社会に奉仕する機会として自分の職業を高潔なものにする

奉仕の理念で結ばれた職業人が国際理解、親善、平和を推進する

ロータリーの奉仕については公式標語があり超我の奉仕と最もよく奉仕するものが最も多く報いられる

二つである。奉仕はサービスと違い公共性が入ってきます

職業奉仕の実践指針

４つのテスト ロータリアンの行動規範

仕事上嘘偽りがないか？

すべての関係者に公正かどうか

信用、信頼を高め多くのひとに認めてもらえるかどうか

すべての関係者に利益をもたらすかどうか

職業奉仕は、特別な才能や大きな資本がなくても、誰でも今日から始められます。

当クラブで本年度はできるだけ例年通りにひきつぐこと

職業奉仕フォーラム時、会員の職業上の実践を伝えてもらい、職業奉仕について再認識すること

最近はなくなっているが、出前授業も要請があれば実施する。

✑7 月 28 日の卓話✑

「新年度運営方針」

社会奉仕委員会 委員長 古澤伸之

2026 年 3 月 17 日に 2026－27 年度の社会奉仕のプロジェクトとして地区補助金を申請いたしました。

プロジェクト名は“社会課題解決と多世代の参加と協働”です。



✑7 月 28 日の卓話✑

「新年度運営方針」

国際奉仕委員会 委員長 小寺潤一

２０１４年 当時国際交流委員会副委員長であった私はそれまでのパートナーであったドゥアン・プ

ラティープ財団に代わる国際奉仕協力団体に会うため単身タイ、バンコクのスワンナプーム国際空港

に降り立ちました。

出迎えてくれたのは現地シーロム RC のカセムチャイ氏を始めとするメンバー３名。新しい現地の

窓口を探していた豊中 RC とシーロム RC の交流の始まりでした。

それから１２年間。数々の GG プロジェクトを完結させましたが、時代の流れとともに大阪中之島

RCという協賛クラブの参加も得られこれからの当クラブの国際奉仕の在り方を現状を踏まえて考え

ていきたいと思います。

また、１１月には GG2459182 の現地調査としてタイのスコータイへ訪問したいと思います。前回

のスコータイ訪問は２０１６年度。前回訪問されたメンバーはもとよりその他のメンバーの皆様のご

参加よろしくお願いします。

このプロジェクトは、豊中市と連携しイベントを開催し、そのイベント時に CONNECT AI を使用し、

その映像から骨格情報を抽出し、人物の姿勢や動作や体の歪みやその部位の問題点や将来のリスクを

知り、その対策に AI が素早く対応し将来的な疾病予防につなげていくというものです。

現在は地区補助金の申請も終わり、もうすぐ補助金も振り込まれるという状態になっています。引

き続きこのプロジェクトに着手し、継続していくつもりです。

豊中 RC は医療関係者の方もたくさんおられます。イベント時でのご協力を宜しくお願い致します。

✑7 月 28 日の卓話✑

「新年度運営方針」

青少年奉仕委員会 委員長 矢吹嘉孝

市内の小学校への支援をはじめ、これまでの青少年奉仕の活動は、地元の子どもたちの学びや活動を

身近なところで支えてこられた取り組みであると感じております。本年度、青少年奉仕委員長を拝命

し、まずはその背景や経緯を丁寧に教えていただきながら、役割に向き合ってまいります。

会長方針に「つなぐ力で未来へ」とあります。これまでのつながりを大切にし、関係先の皆様とも確

認を重ねながら、子どもたちの学びや活動に少しでも役立つ支援となるよう努めてまいります。不慣

れな点もあるかと存じますが、皆様にご助言をいただきながら、誠実に取り組んでまいります。

何卒よろしくお願い申し上げます。


